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清
水
信
行
教
授
退
任
記
念
号
に
あ
た
っ
て

清
水
信
行
教
授
　
年
譜
・
業
績

年
譜一

九
四
九
年　

六
月
一
八
日　

東
京
都
台
東
区
浅
草
象
潟
（
の
ち
台
東
区
浅
草
）
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
六
年　

四
月　
　
　
　

台
東
区
立
石
浜
小
学
校
に
入
学
。

一
九
六
二
年　

三
月　
　
　
　

台
東
区
立
石
浜
小
学
校
卒
業
。

一
九
六
二
年　

四
月　
　
　
　

台
東
区
立
台
東
中
学
校
に
入
学
。

一
九
六
五
年　

三
月　
　
　
　

台
東
区
立
台
東
中
学
校
卒
業
。

一
九
六
五
年　

四
月　
　
　
　

東
京
都
立
上
野
高
校
に
入
学
。

一
九
六
八
年　

三
月　
　
　
　

東
京
都
立
上
野
高
校
卒
業
。

一
九
六
九
年　

四
月　
　
　
　

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
入
学
。

一
九
七
三
年　

三
月　
　
　
　

東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
卒
業
。　

一
九
七
三
年　

四
月　
　
　
　

神
奈
川
県
庁
川
崎
県
税
事
務
所
・
主
事
と
し
て
就
職
。

一
九
七
四
年　

三
月　
　
　
　

神
奈
川
県
庁
川
崎
県
税
事
務
所
退
職
。

一
九
七
四
年　

四
月　
　
　
　

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
史
学
科
聴
講
生
。

一
九
七
五
年　

三
月　
　
　
　

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
史
学
科
、
聴
講
単
位
取
得
。

一
九
七
五
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
に
三
年
編
入
学
。

一
九
七
七
年　

三
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。

一
九
七
七
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
。

一
九
八
〇
年　

三
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

一
九
八
〇
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
に
進
学
。



( 4 )

青
　
山
　
史
　
学

一
九
八
五
年　

三
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
済
み
退
学
。

一
九
八
五
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
手
に
就
任
（
史
学
科
所
属
）。

一
九
八
七
年　

三
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
手
を
任
期
満
了
に
よ
り
退
職
。

一
九
八
七
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
非
常
勤
講
師
に
就
任
。

一
九
八
八
年　

三
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
非
常
勤
講
師
を
退
任
。

一
九
八
八
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
専
任
講
師
に
就
任
。

一
九
九
三
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授
と
な
る
。

二
〇
〇
〇
年　

四
月　
　
　
　

同
教
授
と
な
る
。

二
〇
〇
五
年　

四
月　
　
　
　

青
山
学
院
大
学
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
部
長
（
現
在
に
至
る
）。

二
〇
一
〇
年　

四
月　
　
　
　

文
学
研
究
科
史
学
専
攻
主
任
（
二
年
間
）。

二
〇
一
八
年　

三
月　
　
　
　

同
定
年
退
職
。

出
講
し
た
大
学

　

駒
澤
大
学
（
二
〇
〇
三
年
度
）

所
属
学
会
・
そ
の
他
の
社
会
活
動

東
洋
文
庫
研
究
員
（
二
〇
〇
三
年
か
ら
現
在
に
至
る
）

古
代
学
研
究
会

考
古
学
研
究
会

日
本
考
古
学
協
会

日
本
文
化
財
科
学
会
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清
水
信
行
教
授
退
任
記
念
号
に
あ
た
っ
て

科
学
研
究
費
補
助
金
・
そ
の
他
の
補
助
金
等

　

科
学
研
究
費
国
際
学
術
研
究　

研
究
分
担
者
（
研
究
代
表
者　

田
村
晃
一
）

　
「
環
日
本
海
地
域
の
古
代
文
化
交
流
︱
日
・
ロ
共
同
研
究
に
よ
る
︱
」　

一
九
九
二
年
～
一
九
九
五
年

　

科
学
研
究
費
国
際
学
術
研
究　

研
究
分
担
者
（
研
究
代
表
者　

田
村
晃
一
）

　
「
古
代
国
家
渤
海
と
日
本
の
交
流
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
」　

一
九
九
七
年
～
一
九
九
九
年

　

科
学
研
究
費
︻
基
盤
研
究
（
Ｂ
）（
２
）︼
研
究
分
担
者
（
研
究
代
表
者　

田
村
晃
一
）

　
「︿
日
本
道
﹀
関
連
渤
海
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
」　

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年

　

科
学
研
究
費
︻
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
海
外
︼
研
究
代
表
者　

清
水
信
行

　
「
沿
海
州
渤
海
土
城
の
研
究
︱
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
を
中
心
と
し
て
︱
」　

二
〇
一
〇
年
～
二
〇
一
二
年

　

科
学
研
究
費
︻
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
海
外
︼
研
究
代
表
者　

清
水
信
行

　
「
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
を
中
心
と
す
る
沿
海
州
渤
海
土
城
の
考
古
学
的
研
究
」　

二
〇
一
三
年
～
二
〇
一
五
年

　
（
財
）
高
梨
学
術
奨
励
基
金　

単
独

　
「
韓
国
高
麗
時
代
の
古
瓦
研
究
」　

一
九
九
八
年
～
一
九
九
九
年

　
（
財
）
高
梨
学
術
奨
励
基
金　

単
独

　
「
ロ
シ
ア
渤
海
遺
跡
の
古
瓦
研
究
」　

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年

業
績

編
著
・
監
修

「
沿
海
州
渤
海
遺
跡
出
土
瓦
に
つ
い
て
の
一
考
察
｣ 

 『
論
集　

沿
海
州
渤
海
古
城　

ク
ラ
ス
キ
ノ
古
城
の
機
能
と
性
格
』
文
科
省
科
学
研
究
費

補
助
金
（
海
外
学
術
調
査
）
研
究
成
果
報
告
書
（
清
水
信
行
監
修　

青
山
学
院
大
学　

清

水
研
究
室
） 

二
〇
一
三
年

「
ノ
ヴ
ォ
ニ
ェ
ジ
ン
ス
キ
ー
古
城
︱
鎮
安
軍
隊
駐
屯
地
」（
清
水
信
行
訳
） 

 『
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
古
代
・
中
世
城
跡
の
門
構
造
と
鍵
・
錠
前
』
文
科
省
科
学
研
究
費
補
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青
　
山
　
史
　
学

助
金
（
海
外
学
術
調
査
）
研
究
成
果
報
告
書
（
清
水
信
行
監
修　

青
山
学
院
大
学
清
水
研

究
室
） 

二
〇
一
七
年

論
文「

相
模
川
流
域
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
址
に
つ
い
て
」 

『
青
山
史
学
』
第
九
号　
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
） 

一
九
八
七
年

「
神
奈
川
県
か
ら
さ
わ
古
窯
跡
群
出
土
の
瓦
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」 『
紀
要
』
二
八
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
） 

一
九
八
七
年

「
か
ら
さ
わ
古
窯
跡
出
土
瓦
・
補
遺
」 

『
青
山
考
古
』
第
一
〇
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
田
村
研
究
室
） 

一
九
九
二
年

「
古
代
東
国
に
お
け
る
瓦
生
産
と
工
人
の
動
向
︱
常
陸
国
︱
」 

『
青
山
史
学
』
第
一
三
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
） 

一
九
九
二
年

「
古
代
東
国
に
お
け
る
瓦
生
産
と
工
人
の
動
向
︱
下
野
国
︱
」 

『
青
山
考
古
』
第
一
一
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
田
村
研
究
室
） 

一
九
九
二
年

「
沿
海
地
方
に
お
け
る
渤
海
時
代
の
瓦
に
つ
い
て
」 

 『
環
日
本
海
地
域
の
古
代
文
化
交
流
』
︱
日
・
ロ
共
同
研
究
に
よ
る
︱ （
田
村
晃
一
ほ
か

と
共
著
、
青
山
学
院
大
学
田
村
研
究
室
） 

一
九
九
五
年

第
四
二
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
「
古
代
寺
院
の
出
現
と
そ
の
背
景
」 

第
一
分
冊
発
表
要
旨
・
資
料
（
東
日
本
編
／
神
奈
川
県
）（
埋
蔵
文
化
財
研
究
会
）

 

一
九
九
七
年

「
韓
国
論
山
郡
開
泰
寺
出
土
軒
平
瓦
の
製
作
技
法
に
つ
い
て
」 

『
青
山
史
学
』
第
一
六
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
） 

一
九
九
八
年

「
開
泰
寺
址 

출
토 

銘
文
瓦
에 

대
한 

一
考
察
」 

『
百
濟
研
究
』
第
二
八
輯
（
忠
南
大
學
校
百
濟
研
究
所
） 

一
九
九
八
年

「
韓
国
論
山
郡
開
泰
寺
出
土
銘
文
瓦
に
つ
い
て
の
一
考
察
」 
『
日
本
考
古
学
』
五
（
日
本
考
古
学
協
会
） 

一
九
九
八
年 

「
ロ
シ
ア
沿
海
地
区
諸
遺
跡
出
土
遺
物
」 

 『
渤
海
と
の
交
流
を
示
す
考
古
資
料
の
材
質
分
析
的
研
究
』
平
成
一
〇
︱
一
一
年
度
科
学

研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
（
田
村
晃
一
編
） 

二
〇
〇
〇
年

「
測
量
調
査
」 

 『「
日
本
道
」
関
連
渤
海
遺
跡
の
考
古
学
的
調
査
』  

平
成
一
一
・
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
研
究
成
果
報
告
書
（
田
村
晃
一
ほ
か
と
共
著
） （
田
村
晃
一
編
） 

 

二
〇
〇
一
年

「
渤
海
上
京
龍
泉
府
出
土
の
平
瓦
・
丸
瓦
」 

『
東
ア
ジ
ア
の
都
城
と
渤
海
』（
田
村
晃
一
ほ
か
と
共
著　
（
財
）東
洋
文
庫
） 

二
〇
〇
五
年

「
발
해 

상
경
용
천
부 

출
토
의 

암
키
와
와 

수
키
와
（
清
水
信
行
著
［
渤
海
上
京
龍
泉
府
出
土
の
平
瓦
・
丸
瓦
］
の
韓
国
語
訳
）」『
동
아
시
아
의 

도
성
과 

발
해
』
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清
水
信
行
教
授
退
任
記
念
号
に
あ
た
っ
て

 

동
북
아
역
사
재
단
（
東
北
亜
歴
史
財
団
） 

二
〇
〇
八
年

「
渤
海
上
京
龍
泉
府
出
土
の
瓦　

再
考
」 

 『
扶
桑　

田
村
晃
一
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
（
青
山
考
古　

第
二
五
・
二
六
号
合
併
号
）』

 

（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
九
年

「
近
代
に
つ
い
て
︲
ガ
ウ
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
と
新
ガ
ウ
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
」 

 『
青
山
学
院
構
内
遺
跡　

第
４
地
点
︱
青
山
学
院
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
内
大
学
Ａ
棟
建
設
に

伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
︱
』（
学
校
法
人
青
山
学
院
・（
株
）大
成
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
） 

 

二
〇
一
〇
年

「
沿
海
州
渤
海
遺
跡
出
土
瓦
に
つ
い
て
の
一
考
察
」 

 『
論
集　

沿
海
州
渤
海
古
城　

ク
ラ
ス
キ
ノ
古
城
の
機
能
と
性
格
』
清
水
信
行
監
修　

平

成
二
二
年
度
～
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書　
（
田
村
晃
一
ほ

か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部　

清
水
信
行
） 

二
〇
一
三
年

「
沿
海
州
渤
海
遺
跡
出
土
瓦
に
つ
い
て
の
一
考
察
」 

『
古
代
環
東
海
交
流
史
・
２　

渤
海
と
日
本
』（
東
北
亜
歴
史
財
団　

明
石
書
店
）

 

二
〇
一
五
年

報
告
書

「
神
奈
川
県
か
ら
さ
わ
横
穴
墓
群
発
掘
調
査
概
報
」 

『
青
山
考
古
』
第
五
号
（
村
上
始
と
共
著
、
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
田
村
研
究
室
）           

 

一
九
八
七
年

 『
か
ら
さ
わ
・
か
な
ん
ざ
わ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』 
（
村
上
始
、
池
田
治
と
共
著
、
日
相
印
刷
） 

一
九
八
九
年

 「
相
模
国
分
寺
試
掘
調
査
報
告
書
」 
『
青
山
考
古
』
第
一
六
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
田
村
研
究
室
） 

一
九
九
九
年

 「
二
〇
〇
二
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

 『
青
山
史
学
』
第
二
一
号
（
山
口
正
憲
ほ
か
と
共
著
）（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研

究
室
） 

二
〇
〇
三
年

「
二
〇
〇
三
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

 『
青
山
史
学
』
第
二
二
号
（
永
瀬
史
人
ほ
か
と
共
著
）（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研

究
室
） 

二
〇
〇
四
年

「
二
〇
〇
五
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」（
遺
構
編
）  『
青
山
史
学
』
第
二
四
号
（
和
田
伸
哉
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研
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青
　
山
　
史
　
学

究
室
） 

 

二
〇
〇
六
年

「
二
〇
〇
九
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」（
遺
構
編
）  『
青
山
史
学
』
第
二
八
号
（
和
田
伸
哉
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）

 

二
〇
一
〇
年

 「
二
〇
一
〇
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

『
青
山
史
学
』
第
二
九
号
（
岩
井
浩
人
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）

 

二
〇
一
一
年

 「
二
〇
一
一
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

『
青
山
史
学
』
第
三
〇
号
（
岩
井
浩
人
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）

 

二
〇
一
二
年

 「
二
〇
一
四
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

『
青
山
史
学
』
第
三
三
号
（
岩
井
浩
人
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
）   

 

二
〇
一
五
年

 「
二
〇
一
五
年
度
ロ
シ
ア
・
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
概
要
報
告
」 

 『
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
古
代
・
中
世
城
跡
の
門
構
造
と
鍵
・
錠
前
』
平
成
二
五
年
度
～
二
七

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
（
岩
井
浩
人
ほ
か
と
共
著　

青
山
学
院
大
学

文
学
部 

清
水
信
行
） 

二
〇
一
七
年

翻
訳Ｙ

ｕ
．Ｇ
．ニ
キ
ー
チ
ン
「
ス
イ
フ
ン
河
流
域
の
靺
鞨･

渤
海
の
墓
地
遺
跡
」
研
究
発
表
要
旨
（
清
水
信
行
訳
）

 
 『

古
代
国
家
渤
海
と
日
本
の
交
流
に
関
す
る
考
古
学
的
調
査
』
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助

金
（
海
外
学
術
調
査
）
研
究
成
果
報
告
書
（
田
村
晃
一
編
） 

一
九
九
九
年

Ｖ
．Ｉ
．ボ
ル
デ
ィ
ン
「
一
九
九
九
年
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
に
お
け
る
シ
ニ
ェ
リ
ニ
コ
ヴ
ォ
Ⅰ
山
城
の
調
査
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
一
八
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
田
村
研
究
室
） 

二
〇
〇
一
年

Ｖ
．Ｉ
．ボ
ル
デ
ィ
ン
ほ
か
「
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
・
４
年
間
の
調
査
集
成
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
史
学
』
第
二
一
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
） 

 

二
〇
〇
三
年

Ｖ
．Ｉ
．ボ
ル
デ
ィ
ン
ほ
か
、
清
水
信
行
訳 「
一
九
九
八
年
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
発
掘
調
査
報
告
」
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清
水
信
行
教
授
退
任
記
念
号
に
あ
た
っ
て

 

『
青
山
考
古
』
第
二
〇
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
三
年

Ｙ
ｕ
．Ｇ
．ニ
キ
ー
チ
ン
「
中
世
早
期
の
墓
地
遺
跡 

ス
イ
フ
ン
河
流
域
の
チ
ェ
ル
ニ
ャ
チ
ノ
５
遺
跡
調
査
結
果
」（
清
水
信
行
・ 

曽
根
直
子
共
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
二
〇
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
三
年

Ｅ
．Ｉ
．ゲ
ル
マ
ン
「
沿
海
州
渤
海
遺
跡
出
土
の
渤
海
瓦
の
変
遷
過
程
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
二
一
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
四
年

李
亨
源
「
三
国
～
高
麗
時
代
の
鍵
・
錠
前
の
変
遷
と
そ
の
性
格
」（
清
水
信
行
訳
）

	

『
青
山
考
古
』
第
二
二
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
）�

二
〇
〇
五
年

Ｙ
ｕ
．Ｇ
．ニ
キ
ー
チ
ン
ほ
か
「
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
四
年
ス
イ
フ
ン
河
流
域
の
チ
ェ
ル
ニ
ャ
チ
ノ
５
墓
地
遺
跡
調
査
の
成
果
」 （
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
二
三
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
六
年

Ａ
．Ｌ
．イ
ヴ
リ
エ
フ
ほ
か
「
渤
海
の
青
銅
髪
飾
り
」（
清
水
信
行
訳
） 

『
青
山
史
学
』
第
二
五
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
） 

 

二
〇
〇
七
年

宋
基
豪
「
六
頂
山
古
墳
群
の
性
格
と
渤
海
建
国
集
団
」（
清
水
信
行
訳
） 

『
青
山
考
古
』
第
二
四
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
〇
八
年

Ｅ
．Ｖ
．シ
ャ
フ
ク
ノ
フ
「
渤
海
の
屋
根
瓦
の
文
様
と
そ
の
分
類
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
史
学
』
第
二
六
号
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
科
研
究
室
） 

二
〇
〇
八
年

Ｖ
．Ｉ
．ボ
ル
デ
ィ
ン
他
「
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
に
お
け
る
稀
有
な
遺
構
︱
瓦
の
側
壁
を
持
つ
地
下
式
竪
穴
状
遺
構
︱
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
二
八
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
一
二
年

Ｅ
．Ｙ
ｕ
．ニ
キ
ー
チ
ン
ほ
か
「
チ
ェ
ル
ニ
ャ
チ
ノ
５
墓
地
遺
跡
の
構
造
的
特
徴
」（
清
水
信
行
訳
）

 

『
青
山
考
古
』
第
三
〇
号
（
青
山
学
院
大
学
史
学
研
究
室　

青
山
考
古
学
会
） 

二
〇
一
四
年

「
ノ
ヴ
ォ
ニ
ェ
ジ
ン
ス
キ
ー
古
城
︱
鎮
安
軍
隊
駐
屯
地
」（
清
水
信
行
訳
） 

  『
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
古
代
・
中
世
城
跡
の
門
構
造
と
鍵
・
錠
前
』
平
成
二
五
年
度
～
二
七
年

度
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
海
外
学
術
調
査
）
研
究
成
果
報
告
書
（
清
水
信
行
監
修　

青
山
学
院
大
学
文
学
部 

清
水
信
行
研
究
室
） 

二
〇
一
七
年
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青
　
山
　
史
　
学

口
頭
発
表

「
相
模
川
流
域
の
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落
址
に
つ
い
て
」 

青
山
学
院
大
学
史
学
会
大
会
口
述
発
表 

一
九
八
一
年

「
松
田
町
か
ら
さ
わ
古
窯
址
群
の
調
査
」 

第
一
〇
回
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会 

一
九
八
六
年

「
松
田
町
か
ら
さ
わ
横
穴
墓
群
の
調
査
」 

第
一
一
回
神
奈
川
県
遺
跡
調
査
・
研
究
発
表
会 

一
九
八
七
年

「
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
の
調
査
︱
東
門
地
域
を
中
心
と
し
て
︱
」 

公
開
講
演
会
『
渤
海
を
掘
る
』
青
山
学
院
大
学
史
学
科 

二
〇
〇
二
年

「
ク
ラ
ス
キ
ノ
土
城
（
東
門
地
区
）
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
」 

公
開
講
演
会
『
渤
海
を
掘
る
Ⅱ
』
青
山
学
院
大
学
史
学
科 

二
〇
〇
三
年

「
渤
海
の
遺
跡
と
瓦
」 

明
治
大
学
古
代
学
研
究
所
公
開
研
究
会 

二
〇
〇
七
年

「C
o-research of　

Japan and R
ussia about　

B
ohai H

istory

」 
 

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
極
東
支
部
極
東
諸
民
族
歴
史
学
・
考
古
学
・
民
族
学
研
究
所　

中
世
部
会
研
究
発
表
会 

二
〇
一
〇
年

『
軒
瓦
文
様
の
伝
播
︱
唐
か
ら
東
へ
︱
』 

財
団
法
人
東
洋
文
庫　

第
五
三
六
回
公
開
講
座 

二
〇
一
三
年

概
説
・
辞
典
類
・
書
評
・
小
論
・
そ
の
他

「
一
九
九
八
年
度
の
日
本
考
古
学
会
・
歴
史
時
代
（
古
代
）
研
究
の
動
向
」 

『
日
本
考
古
学
年
報
』
四
一
（
日
本
考
古
学
協
会
） 

一
九
九
〇
年          

『
日
本
史
広
辞
典
』 

瓦
・
窯
関
係
の
項
目
（
山
川
出
版
社
） 

一
九
九
七
年

（
書
評
）
藤
本　

強
「
モ
ノ
が
語
る
日
本
列
島
史
︱
旧
石
器
か
ら
江
戸
時
代
︱
」 『A

G
U

LI

』 

青
山
学
院
大
学
図
書
館
報
（
青
山
学
院
大
学
図
書
館
） 

一
九
九
八
年

「（
Ⅱ
）
外
国
考
古
学
研
究
の
動
向　

Ⅰ
．
朝
鮮
半
島
」（
中
山
清
隆
と
共
著
） 
『
日
本
考
古
学
年
報
』
五
〇
（
日
本
考
古
学
協
会
編
） 

一
九
九
九
年

「
青
山
学
院
構
内
遺
跡
：
東
京
都
の
地
名
」 
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
一
三
（
平
凡
社
） 

二
〇
〇
二
年

『
東
ア
ジ
ア
考
古
学
辞
典
』（
開
泰
寺
、
沿
海
州
渤
海
遺
跡
関
係
項
目
） 

（
株
）東
京
堂
出
版 

二
〇
〇
七
年

遺
跡
紹
介
「
シ
ニ
ェ
リ
ニ
コ
ヴ
ォ
Ⅰ
山
城
の
発
見
と
調
査
」、「
チ
ェ
ル
ニ
ャ
チ
ノ
５
墓
地
遺
跡
の
発
見
」、「
ク
ラ
ス
キ
ノ
城
の
発
見
と
調
査
」

 

『
ア
ジ
ア
遊
学　

特
集　

北
東
ア
ジ
ア
の
中
世
考
古
学
』（
勉
誠
出
版
） 

二
〇
〇
八
年

「
軒
瓦
文
様
の
伝
播
︱
唐
か
ら
東
へ
︱
」
東
洋
学
講
座
「
東
洋
文
庫
と
本
の
世
界
Ⅲ
」
講
演
発
表
要
旨

 

『
東
洋
學
報
』
第
九
五
巻 
第
二
号
（（
財
）東
洋
文
庫
） 

二
〇
一
三
年
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清
水
信
行
教
授
退
任
記
念
号
に
あ
た
っ
て

「
伝
金
沢
地
区
他
出
土
瓦
」 

 『
後
三
年
合
戦
金
沢
柵
公
開
講
座
～
続
縄
文
土
器
・
古
代
の
山
城
・
中
世
の
山
城
・
後
三
年

合
戦
～
』
資
料
集
（
横
手
市
教
育
委
員
会
） 

二
〇
一
六
年

「
青
山
学
院
構
内
を
流
れ
て
い
た
︿
春
の
小
川
﹀」 

『
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
』
一
五
号
（
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
編
） 二
〇
一
七
年


